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1981年2月5日（木），2月26日（木）
近 藤 宅 に て
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                           〈それ1よ帳面にっけてもらうのに頼みへ1すいがらて・す、経
営改善なんす～カ・ら、いい部分、模範になる例を見セブこら



































近峰ご  そ うて・し ∫ う 。
豊田 『統書†集誌4はkしヵ・、．采東統書す協会の検関紙ヒ























































































































才巴本屋わ＼Iて・一き るよ う ばる本系にす る 。 それと 同日寺に 、．いわゆ







































































































カ＼け。 し力＼し、 ブフプ5ピは1年に’ 回すて一’と・ヶ。ブ∫（才5フら



























































































































































































































































































近着落  レ’かし、 あの こ うの、 単ズ前の考乏人二なんて、・うのは
                         く、いま力’ら．孝之ると、ずIいぷ．ん乱暴㍑も4だね、、す、いふ1ん

























































万て’レよう。                   、
豊田流か仁亭で1そういう宇老一といいますガ・呉さん一
・1・．←．1・統計率て＾すけれど七ド酢常に学印ね午．1字


























































二とて’しょラ。           、
 しり・し当時は、未（収量ない・は別ヒして．、一／．、ヵ・、が1わ




























































































も、「どう いう情全が’4）る わ’∫い哀 それとどう いう3、うに
してぺ・るが・といラ皿ことは、．聞き．、に＜、、・し、、い」†ギる仁’





























































































































































































































































































































































































とがと いうんで’すね。 調べ’たも巧 を 自ノドが’持フてお 。て















































































                         小 統計（言回査ナJんていうも勿は、ことしの経験を来年に
生が レ、 さ ら1二ま た茜才責差、3、やレ ていがなき ゃ いけなl l
ん†～がらという意味て・’、孝艮告差出せばそれて・1済んだとい
う3、うに考えらやい。けないん7｛I。マういうような考えて’’







































































ていけ㌣o lガ 手且．葦戚が’全・イ本と して亭忍合的な形とと フIて お
フたこと、フまグ読唇す調査事務前になってい仁からて二































            52            、＝一・・







































































































                         くいまの余上村勿列のようだ仕方てI，やフてい．たとこう1よ、
す一いノ3ごんあるんて一Iすがらね。こういう仕方て’ヤジまさい
という（を1っ流せば、．ず1いノ3二Iんほくはいいん＝ビやない
がヒ 忍っ た けビ’、 享吉居食‡皇庁はラ充ざ ない て．．す れ。地力言岡
査は、結局、1フは役所グ、やリ方が・本当し’やないといラ









































             5？．
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考え、方ナ三’っ 六（と思・うんて’一す！。一ブこた’、 あの盲す一画は、 オ丈ヲ兄つ
変化毛五，って さ体と しては一実現しな1か÷すてと思・います。
 しかし、1ういラ考慮はレ†イすね。たとえは’、甑前
の夏、調査、尽調査のとさに、多、れはなるほと一’中央へ集め
ますけ糺ヒ1も、村・統計．、特11あ・1ときに一は、さフき4
調査員といラ勿で’部落単位’列数字圭フくグ5さい、個票
は役場．l1置きたさい、村の統計としても役・に立つものに
したらいいし’やないか、そういク考え方だ’フたピす。あ
のときは下カ’らの績み上1ヅた’けといラフ（てまえブ～フたん
て．一 ｷけれ・と．．も．戦後（米～又重・）ときにも、イ固票や師落
改訂乏萱と・一レて町村で．’牙リ用することは、同様11、考えまレ
†こガ・、さらにこ4ときは．上ヵ・らピドから．とをフき∴合わ
セる：とを町村単位て’やフたらどうプ～ううという考え方
1－1tたんて・、すね。しかし方）れは、はなはボ莫大な労費を
要したわけマI’、十分実正見しなかった．勇貴ク・I一十分あフて
も因誰ガっす（がちし札まセん。
豊田一重要打ところはまプ’いういう〃ジると、廻・いヨすけれ
と・一も、・時間立くたちましけら終わヅ・いと思います谷
とうも長時間あクが’ヒうごゴ’’いました．
58
???????????リポジトリRISM
